
　

高
島
市
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
盆
踊

り
歌
と
し
て
知
ら
れ
る
「
高
島
音
頭
」

は
、
現
在
も
地
域
ご
と
の
特
色
を
残
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
さ
ん

や
保
存
会
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
承
さ

れ
、
８
月
か
ら
９
月
ご
ろ
に
か
け
て
各

地
で
櫓や
ぐ
らを
囲
ん
で
盆
踊
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
高
島
音
頭
」
に
関
係
す
る
珍

し
い
資
料
が
、
先
日
、
市
内
の
個
人
宅

で
発
見
さ
れ
、「
高
島
音
頭
」
伝
承
の

一
過
程
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き

る
資
料
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
和
綴
じ

本
の
２
冊
は
、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）

の
奥
付
が
あ
る
「
風
流
音
頭
集
」
と
、

同
じ
こ
ろ
の
作
成
と
思
わ
れ
る
「
三
下

り
音
頭
本
」
で
、
こ
れ
ら
に
は
「
武
者

つ
く
し
」、「
役
者
つ
く
し
」、「
嶋
つ
く

し
」、「
十
二
月
」
と
い
っ
た
、
古
い
時

代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

「
高
島
音
頭
」
の
歌
詞
が
「
上
」・「
下
」

な
ど
の
調
子
と
と
も
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
末
尾
に
は
使
用
し
て
い
た
人
の
名

前
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
音
頭
を

と
る
人
に
と
っ
て
、
貴
重
な
テ
キ
ス
ト

と
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
表
紙
に
「
高
島
音
頭
振
興
会
関

係
書
類
」
と
書
か
れ
た
簿
冊
に
は
、
現

在
今
津
町
を
中
心
に
活
動
を
続
け
る

「
高
島
音
頭
保
存
会
」
の
前
身
で
あ
る

「
高
島
音
頭
振
興
会
」
が
、
昭
和
10
年

代
に
受
け
取
っ
た
出
演
依
頼
や
、
作
成

し
た
書
類
の
控
え
等
が
綴
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
の
内
容
を
詳
し
く
見

て
い
く
と
、
昭
和
11
年
８
月
12
日
に
近

江
今
津
駅
前
で
踊
り
大
会
が
あ
り
、
江

若
鉄
道
臨
時
列
車
や
臨
時
バ
ス
が
運

転
さ
れ
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
昭
和
16
年
以
降
は
、
多
賀
大

社
や
近
江
神
宮
の
祭
礼
な
ど
に
、「
高

島
音
頭
」
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
等
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
当
時
、
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
「
高
島
音
頭
出
演
者
注
意
事
項
」
に

は
、
時
代
を
反
映
し
て
、
歌
詞
は
「
伝

統
的
日
本
精
神
ノ
昂こ
う
よ
う揚
ニ
資し

シ
得
ル
モ

ノ
ヲ
選
」
ぶ
こ
と
や
、
踊
り
は
「
国
民

の
健
全
娯
楽
ト
シ
テ
恥
カ
シ
カ
ラ
ヌ
様

注
意
」
す
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
も
、
娯
楽

の
少
な
い
時
代
に
お
い
て
、
盆
踊
り

「
高
島
音
頭
」
を
伝
え
る　

新
資
料
発
見
！

は
人
々
の
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
昭
和
10
年
こ
ろ
か
ら
は
、
ラ
ジ

オ
で
「
高
島
音
頭
」
が
全
国
に
放
送
さ

れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
、
14
年
に

は
、
ス
タ
ジ
オ
で
の
録
音
が
海
外
放
送

に
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
か
の
き
っ
か
け
で

残
さ
れ
て
い
た
資
料
か
ら
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歴
史
の
一
部
が

明
ら
か
に
な
る
の
は
大
変
興
味
深
い
こ

と
で
あ
り
、今
回
発
見
さ
れ
た
資
料
は
、

「
高
島
音
頭
」
伝
承
の
歩
み
を
伝
え
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
、
市
に
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
文
化
財
課
）

発見された「高島音頭」に関する資料。
伝承の歩みを伝える貴重な資料として、
市に寄贈されることになりました。
※９月７日（水）から30日（金）まで、
マキノ資料館で展示。
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編集者のつぶやき
　表紙は、下弘部区で開催された「ど
ろんこフェスティバル」の様子。
　東日本大震災をきっかけに、地域の
助け合いの大切さを改めて認識され、
もっと地域のつながりを感じてもらお
うとの思いで企画されたイベントです。
暑い日差しの中、防災要素を取り入れ
た種目を、子どもからお年寄りまで泥
だらけになって楽しんでおられました。
地域のつながりが深まったことと思い
ます。　　　　　　　　　（広報担当S）


